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１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）

に
国
家
総
動
員
法
、
翌
年
に
国

民
徴
用
令
が
施
行
さ
れ
、
戦
争

の
た
め
に
国
が
人
的
・
物
的
資

源
を
統
制
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
１
９
４
１
年
（
昭
和

16
年
）
12
月
に
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
、戦
時
中
の
標
語「
欲

し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

通
り
の
耐
久
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
ま
ず
砂
糖
や
マ
ッ
チ
が
切
符

制
と
な
り
、
翌
年
に
は
米
も
通

帳
に
よ
る
配
給
制
と
な
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
塩
や
み
そ
、
卵
、

し
ょ
う
ゆ
、
酒
。
や
が
て
、
野

菜
や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
も
配

給
の
対
象
と
な
り
、
１
９
４
３

年
（
昭
和
18
年
）
に
は
ほ
と
ん

ど
の
生
活
物
資
が
配
給
制
と
な

り
ま
し
た
。
食
糧
不
足
を
補
う

た
め
、
空
き
地
や
小
学
校
の
運

動
場
は
開
墾
さ
れ
、
野
菜
畑
と

な
り
ま
し
た
。

　
衣
料
品
も
１
９
４
２
年
（
昭

和
17
年
）
か
ら
全
面
的
に
切
符

制
に
な
り
、
神
社
仏
閣
や
家
庭

の
金
属
製
品
も
回
収
さ
れ
ま
し

た
。
戦
争
で
使
う
た
め
、
ゴ
ム

製
品
も
配
給
制
と
な
り
、
石
炭

や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
も
不

足
。
日
常
生
活
に
必
要
な
も
の

は
全
て
配
給
制
と
な
り
、
苦
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

和
田
村
東
部
国
民
学
校
の
当
直
日
誌
。
軍

事
訓
練
や
勤
労
作
業
の
中
、
大
雪
の
日
に

子
ど
も
た
ち
が
運
動
場
で
は
し
ゃ
ぐ
様
子
、

新
し
い
ボ
ー
ル
に
喜
ぶ
様
子
な
ど
も
記
さ

れ
て
い
る
。
戦
線
が
悪
化
す
る
に
従
い
、

連
日
の
よ
う
に
警
戒
警
報
、
空
襲
警
報
発

令
の
文
字
が
並
ぶ

継ぎをしながら着続けた横山さんの幼少期の服。当時は多くの人が
このような手作りの服と草履で登校していた

１９４４年（昭和19年）の観音寺民間
金属特別回収風景。鍋や釜のほか、二
宮金次郎像まで集められている
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柞田川河川敷で食糧増産のための開拓
を行う様子（紀伊国民学校）

家庭用の飯米通帳と
衣料切符（復刻版）

こ
と
し
、
終
戦
か
ら
75
年
を
迎
え
ま
す
。
終
戦
の
年
に
生
ま
れ
た
人
が
75
歳
と
な

り
、
戦
争
の
記
憶
を
持
つ
人
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
戦
争
は
決
し
て
遠
い
昔
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
で
生
活
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
り
、
観
音
寺
市
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
の
か
。

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
観
音
寺
市
で
は
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
に
、
観
音
寺
市
戦
争
体
験
記
『
戦
争
の
記
憶
―
未
来
へ
の
伝
言
―
』
を

発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
た
数
々
の
記
憶
と
共
に
、
戦
争
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

*そ
の
他
、『
豊
浜
暁
部
隊
の
記
録
（
観
音
寺
市
文
化
財
保
護
協
会
発
行
）』
か
ら
も
内
容
を
引
用

―
私
は
国
民
学
校
の
時
に
着
て
い
た
学
生
服
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
着
る
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
か
ら
仕
方
な
い
の
だ
け
ど
、
ど

こ
の
親
も
子
ど
も
の
た
め
に
一
生
懸
命
作
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

火
鉢
を
は
じ
め
全
て
の
金
物
類
か
ら
学
生
の
金
の
ボ
タ
ン
ま
で
国
に

供
出
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
服
の
ボ
タ
ン
も
５
カ
所

共
違
う
ボ
タ
ン
か
竹
の
ボ
タ
ン
に
変
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

横
山　

孝
博
さ
ん
（
新
田
町
）

特  

集

戦
後
75
年

観
音
寺
市
の
戦
争
の
記
憶

生
活
へ
の
影
響
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飛
行
場
の
建
設
工
事
が
続
く
中
、

１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
３
月
に

観
音
寺
海
軍
航
空
隊
が
開
隊
し
ま
し

た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
各
地

の
練
習
航
空
隊
に
対
し
、「
中
練
特

攻
」
の
編
成
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

中
練
特
攻
と
は
、
搭
乗
訓
練
未
修
者

が
、
爆
弾
を
積
ん
だ
練
習
機
で
敵
艦

に
突
入
す
る
攻
撃
の
こ
と
で
す
。

　
そ
の
練
習
機
は
、
オ
レ
ン
ジ
イ
エ

ロ
ー
の
機
体
と
二
枚
翼
で
飛
ぶ
格
好

が
ト
ン
ボ
の
姿
そ
っ
く
り
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
赤
ト
ン
ボ
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
特
攻
機
に
変
わ
っ

た
こ
と
で
、
実
用
機
と
同
じ
よ
う
に
、

濃
い
緑
色
の
迷
彩
塗
装
に
変
え
ら
れ

ま
し
た
。
鋼
管
骨
組
み
の
木
製
プ
ロ

ペ
ラ
機
で
、
最
大
速
度
２
１
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
巡
航
速
度
は
時
速
１
３

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
１
人
乗
り
で
、

２
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
爆
弾
を
ぶ
ら

下
げ
る
と
、
海
面
す
れ
す
れ
に
飛
ぶ

の
が
や
っ
と
だ
っ
た
、
と
学
徒
動
員

で
当
時
赤
ト
ン
ボ
の
爆
装
作
業
を
行

っ
た
人
は
回
想
し
て
い
ま
す
。

　
離
陸
後
、
瀬
戸
内
海
に
出
て
伊
吹

島
上
空
で
突
入
訓
練
を
実
施
し
て
帰

っ
て
く
る
と
い
う
訓
練
を
昼
夜
問
わ

ず
繰
り
返
し
、
激
し
い
訓
練
中
に
亡

く
な
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
７
月

19
日
、
つ
い
に
出
撃
の
た
め
、
大
分

基
地
と
鹿
児
島
県
の
国
分
基
地
に
向

け
て
出
立
し
ま
し
た
が
、
待
機
中
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）
２
月

に
、
軍
は
日
本
各
地
に
飛
行
場
を
建

設
し
て
、
本
土
か
ら
航
空
機
を
発
進

さ
せ
る
こ
と
を
決
意
し
、
香
川
県
で

も
、
林（
高
松
市
）、
詫
間
（
三
豊
市
）、

観
音
寺
の
３
カ
所
に
軍
用
飛
行
場
が

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
、
広
島
県
の
呉
海
軍
工こ

う

廠し
ょ
う

施
設
部
の
将
校
は
じ
め
４
名
が
豊
田

村
役
場
を
訪
問
し
、
飛
行
場
建
設
の

測
量
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。
柞
田

村
出で

在ざ
い

家け

（
上
出
・
中
出
・
下
出
）、

常
磐
村
出
作
南
、
紀
伊
村
木
之
郷
、

粟
井
村
出
晴
、
豊
田
村
池
之
尻
に
及

ぶ
広
大
な
地
域
で
し
た
。

　
１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）
１
月

に
各
地
区
の
関
係
者
が
柞
田
国
民
学

校
の
講
堂
に
集
め
ら
れ
、
強
制
立
ち

退
き
移
転
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

働
き
盛
り
の
男
性
が
出
征
し
て
い
る

中
、
老
人
や
女
性
、
子
ど
も
な
ど
残

さ
れ
た
人
で
、
移
転
先
を
決
め
、
家

屋
家
財
一
切
を
運
び
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
土
葬

の
た
め
、
墓
か
ら
先
祖
の
遺
体
を
掘

　
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
２
月

７
日
、
米
軍
機
が
観
音
寺
沖
合
に
爆

弾
を
投
下
し
た
の
が
、
香
川
県
へ
の

空
襲
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
19
日
に
は
グ
ラ
マ
ン
機
延
べ
80

機
が
詫
間
と
観
音
寺
の
航
空
隊
、
豊

浜
の
暁
部
隊
を
攻
撃
し
た
ほ
か
、
進

行
中
の
貨
物
列
車
や
国
民
学
校
も
銃

撃
し
ま
し
た
。

　
飛
行
場
は
、
建
設
当
初
か
ら
毎
日

の
よ
う
に
米
軍
機
の
機
銃
掃
射
を
受

け
、
伊
吹
島
で
も
、
北
浦
港
の
い
り

こ
工
場
や
定
期
船
・
伊
吹
丸
が
銃
撃

を
受
け
ま
し
た
。

　
戦
争
が
南
方
の
島
々
へ
拡
大
し
、

兵
員
や
兵
器
、
食
糧
な
ど
を
海
上
輸

送
す
る
た
め
、
陸
軍
で
は
独
自
に
輸

送
船
や
輸
送
用
潜
水
艇
な
ど
の
各
種

船
舶
を
運
用
し
て
お
り
、
海
上
輸
送

等
を
主
な
任
務
と
す
る
部
隊
を
置
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
陸
軍
船
舶
兵

り
起
こ
し
、
新
し
い
地
に
埋
葬
し
た

と
い
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
は
な
く
、
大
八
車

や
手
押
し
車
で
、
一
日
に
何
度
も
往

復
。
あ
ま
り
の
重
労
働
に
、
立
ち
退

き
の
途
中
で
亡
く
な
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。
飛
行
場
で
潰
さ
れ
た
農
地
は

約
２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
立
ち
退
き

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
家
庭
は
約

３
５
０
戸
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
移
転
後
の
１
９
４
４
年
（
昭
和
19

年
）
４
月
ご
ろ
、
飛
行
場
造
成
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
に
長
さ
１
５

０
０
メ
ー
ト
ル
、
幅
40
メ
ー
ト
ル
の

滑
走
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
き
詰

め
る
工
事
に
は
、
地
域
の
学
生
や
住

民
が
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
滑
走
路
は
終
戦
ま
で
に

完
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
戦
当
日

の
午
前
中
に
も
、
柞
田
村
国
民
義
勇

隊
60
人
が
滑
走
路
の
舗
装
作
業
を
行

っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
終
戦
後
に
全
敷
地
は
返
還
さ
れ
ま

し
た
が
、飛
行
場
建
設
で
土
地
は
荒
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
き
の
滑
走
路
が
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
状
態
。
元
の
生

活
に
戻
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
多
大

な
苦
労
と
長
い
時
間
が
必
要
で
し
た
。

赤
ト
ン
ボ
特
攻
隊

観
音
寺
へ
の
空
襲

観
音
寺
海
軍
航
空
隊

と
、
飛
行
場
の
建
設

豊
浜
陸
軍
船
舶
幹
部

候
補
生
隊
（
暁あ

か
つ
き

部
隊
）

―その頃、若い17、8歳の飛行士が赤トンボと呼ばれた二
重の羽の飛行機で練習をしていたのですが、それがよく落
ちるのです。練習生は200人ほどいて、交代で飛ぶのです
が、回転させて宙返りをしたら、途中でプスプスと落ちて
きます。100メートルも200メートルも上から落ちるの
だから、乗っていた人は亡くなっていたでしょう。それを
間近で見ていました。それが戦争というものなんです。

土井　義晃さん（池之尻町）

―この時兄さんは「それでは行ってきます、覚よ！後を
頼むよ」と言ってじっと目を合わせたことは忘れられま
せん。「それでは征きます。今日までありがとうござい
ました」とは言えない心の内が、痛いほど胸に響きました。

田中　覚さん（豊浜町）

＊ 海上挺進隊として戦場に向かった兄 三徳さんとの最後の面会で

ふるさと学芸館の平和の部屋に展示している、
赤トンボの胴体骨組み一部

豊浜暁部隊の正門

現在の市街地航空図で見る、当時の観音寺海軍航空基地の位置図（イメージ）。
このほか、粟井町や木之郷町、観音寺町など、各地に倉庫や事務所があった

―
飛
行
場
へ
近
い
た
め
か
、
真
上
を
飛
行
機
が
通
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
空
襲
警
報
が
よ
く
鳴
っ
た
。
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
10
機
ぐ
ら
い

が
編
隊
を
組
ん
で
、
そ
の
う
ち
の
５
機
ぐ
ら
い
が
編
隊
を
離
れ
、

こ
っ
ち
に
向
か
っ
て
撃
っ
て
き
た
。
大
き
な
音
が
し
、
耳
が
裂
け

る
か
と
思
っ
た
。
薬
き
ょ
う
が
30
セ
ン
チ
く
ら
い
あ
っ
て
、
弾
が

50
ミ
リ
く
ら
い
の
機
関
砲
だ
っ
た
。

熊
谷　

富
男
さ
ん
（
出
作
町
）

写
真
上
：
現
在
の
香
川
県
立
西
部
養
護
学
校
（
出

作
町
）
が
建
つ
場
所
に
あ
っ
た
、
飛
行
隊
指
揮
所

写
真
下
：
現
在
も
家
の
庭
に
残
る
滑
走
路
跡
（
出

作
町
の
高
橋
さ
ん
宅
）

➡
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科
」
は
通
称
「
暁
部
隊
」
と
呼
ば
れ
、

各
地
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、豊
浜
で
は
１
９
４
３
年（
昭

和
18
年
）
に
、
船
舶
隊
の
幹
部
将
校

と
下
司
官
を
養
成
す
る
た
め
の
機
関

が
富
士
紡
績
豊
浜
工
場
と
和
田
東
部

国
民
学
校
の
校
舎
の
一
部
に
設
立
さ

れ
、
翌
年
の
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。

以
降
、
終
戦
ま
で
の
約
１
年
４
カ
月

の
間
に
、
豊
浜
で
生
活
し
た
隊
員
や

教
官
は
約
５
８
０
０
人
に
上
り
ま
す
。

兵
舎
外
に
住
む
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

人
は
、
近
隣
町
村
民
家
な
ど
の
空
室

に
宿
泊
し
、
多
く
は
徒
歩
や
自
転
車

で
出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
や

豊
浜
八
幡
神
社
の
秋
祭
り
に
参
加
し

て
太
鼓
台
や
み
こ
し
を
担
ぐ
な
ど
、

地
元
に
溶
け
込
ん
だ
存
在
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

　
当
初
、
船
舶
兵
科
は
物
資
や
兵
器

の
輸
送
な
ど
を
主
な
任
務
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、

一
部
に
特
別
な
攻
撃
任
務
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
敵
輸
送

船
団
に
小
型
舟
艇
で
接
近
し
、
爆
破

す
る
と
い
う
攻
撃
で
し
た
。
こ
の
攻

撃
用
の
小
型
舟
艇
は
、
本
来
の
使
用

目
的
を
隠
す
た
め
、
連
絡
用
の
舟
と

い
う
意
味
で
○レ
（
マ
ル
レ
）
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
長
さ
５
・
６
メ
ー
ト

ル
、
幅
１
・
８
メ
ー
ト
ル
の
ベ
ニ
ヤ

板
製
で
、
時
速
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

舟
の
操
縦
席
の
背
後
に
２
５
０
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
爆
雷
を
１
個
ま
た
は
２
個

積
み
、
敵
艦
に
向
か
っ
て
突
進
す
る

の
で
す
。
こ
の
海
上
特
攻
を
任
務
と

す
る
戦
隊
を
「
海
上
挺
進
隊
」
と
い

い
、
戦
地
へ
赴
い
た
の
は
、
豊
浜
で

学
ん
だ
隊
員
を
含
め
合
計
２
２
８
８

人
、
う
ち
約
７
割
に
あ
た
る
１
６
３

６
人
が
戦
死
し
ま
し
た
。

　
観
音
寺
市
に
陸
海
軍
の
部
隊
が
あ

っ
た
こ
と
や
、
飛
行
場
の
建
設
が
さ

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
戦
後
75
年
が
過
ぎ
、
戦
争
の
記
憶

を
持
つ
人
は
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
身
近
に
戦
争
を
体
験
し

た
人
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
平
和
な
世
に
生
き
る
私

た
ち
に
は
、
過
去
の
戦
争
の
記
憶
を

受
け
継
ぎ
、
次
の
世
代
へ
語
り
継
い

で
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

戦没者を２回殺してはいけない

INTERVIEW
戦争遺跡や戦没者の調査・研究を行う野口雅澄さんにお話を聞きました。

観音寺市戦争体験記 『戦争の記憶』

一の宮海岸での訓練の様子

市内の飛行場の歴史と
戦争の悲惨さを伝えよ
うと「愛と心を語り継
ぐ会」が作成する絵本

『柞田飛行場』。野口さ
んも参加し、年内に完
成予定

一
の
宮
公
園
の
松
林
の
中
に
建
つ
候
補

生
像
。
か
つ
て
豊
浜
暁
部
隊
に
い
た
候

補
生
を
中
心
に
発
足
し
た
「
豊
浜
会
」

が
建
立
し
た

戦争体験者の証言や、市内に残る戦争遺跡や関係資料などをまとめた本
です。戦争の記憶を受け継ぐために、ぜひご一読ください。文化振興課
や大野原、豊浜両中央公民館、ふるさと学芸館で販売しているほか、市
内各図書館で貸し出ししています。
問い合わせ先　文化振興課　　☎２３－３９４３
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ２３－３９５６
　　　　　　　　　　　　メール bunka@city.kanonji.lg.jp

定
価
２
０
０
０
円（
税
込
み
）

　原爆死没者など、大戦において亡くなられた人々
を追悼し、平和を祈念するため、黙とうをささげま
しょう。
●広島、長崎に原爆が投下された日
　日時　８月６日（木）午前８時15分から１分間
　　　　８月９日（日）午前11時２分から１分間

●戦没者を追悼し、平和を祈念する日
　日時　８月15日（土）正午から１分間

　原爆被爆パネル展
　高校生平和ポスター展
　日時　８月６日（木）
　　　　　～14日（金） 
　場所　市役所１階エントランスホール

問い合わせ先　危機管理課　☎２３−３９４０
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ２３−３９２０

　未来を生きる人たちが安心して暮らしていけるよ
う、平和への願いを込めたメッセージを募集してい
ます。
　頂いたメッセージの一部はホームページで紹介す
るほか、書かれた紙を折り鶴にし、オブジェとして
ふるさと学芸館に展示します。市内外を問わず、誰
でも参加できます。皆さんのメッセージをお待ちし
ています。
●メッセージの送付方法
　ふるさと学芸館で専用紙に記入するか、
　市ホームページにある様式に記入して
　下記までメールで送付してください。
●受付期間　８月14日（金）まで
問い合わせ先
　同館　☎２４−８１２３
　メール furusatogakugeikan@snow.ocn.ne.jp

　文化振興課　☎２３−３９４３
　メール bunka@city.kanonji.lg.jp

　戦没者の数や名前だけではなく、
その人がいつ、どこでどのように
亡くなったのかを知りたいと思い、
毎日５時間、電動自転車で西讃地
域を端から端まで走り回って、軍
人墓地を訪ねています。
　多くの墓石には、死没年月日や
場所、死没理由が刻まれています。
ふと市内の墓地を訪ねたら、終戦
後に36歳でシンガポールで刑死
と記された墓を見つけ、ショック
で動けなくなったことがあります。
また、身寄りがない人などは、「戦
死」とすら書かれず、単に「没」
としか書かれていないこともあり

１９３７年（昭和12年）８月生まれ。
県立高校の国語教師を務める傍ら、
古典や俳諧、郷土史の研究を行う。
山崎宗鑑の一代記『俳諧の風景』で
第16回香川菊池寛賞を受賞。現在も
三豊准看護学院で国語講師を務める。

野口  雅澄さん（柞田町）

ます。国を守るために亡くなった
人について無関心で見殺しにした
ら、２回殺したことになる。彼ら
のことを記録に残したいと思い、
一人ひとり墓地を訪ね、こつこつ
まとめてきた資料をこの夏に出版
する予定です。
　せめて８月15日の終戦日前後は、
郷土の戦争遺跡を見て、お年寄り
の話を聞き、戦争に関心を持って
もらいたい。今の平和は、戦争で
亡くなった人、傷付いた人々の上
に成り立っているものだというこ
とを忘れてはいけません。

平和祈念の黙とうをささげましょうふるさと学芸館イベント
「平和へと羽ばたく折り鶴」




